生成AIによる教材開発の民主化とその課題〈付録：申請・運用テンプレート集〉
様式4　教材の説明カード　［教材にそえる記録（実験的）］
	この用紙について　この教材が「何をして・何を使い・どこに気をつけるか」を1枚にまとめる用紙です。作った本人がいなくても、ほかの先生が中身と注意点を分かるようにしておきます。


※これは新しい試みの用紙です。自作の教材を、ほかの先生や次の年に引きつぐときに役立ちます。

	教材の名前／版／最終更新日
「版」＝何回目の更新か
	

	作った人／連絡先
	

	何をする教材か
ひとことで
	

	使っているAI
例：学校が認めたAI（入力した内容がAIの学習に使われない設定）
	

	情報の流れ
入れた情報 → どうなる → どこにたまる
	

	こんな場面で使う
対象・場面
	

	こういう使い方はしない
してはいけないこと
	

	気をつけること
例：AIは、もっともらしい まちがい を書くことがある
	

	安全のための工夫
例：見られる人を限る・自動で消す など
	

	子どもへの説明（ひとこと）
「このAIは○○だから、こう使おう」
	

	次に見直す日
	


※わからない用語や項目があるときは、ICTに詳しい先生や、その教材を作った人に確認してから進めてください。この用紙は、くわしい解説編（〈実務編〉）と一緒に使う想定です。学校・教育委員会の決まりを優先し、必要に応じて書きかえて使ってください。
